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宍粟市人材確保・定住促進基金について（案） 

＜創設趣旨＞ 

 若年層の人口流出の抑制や UIJ ターン者の増加を図るため、以下の事業に要する経費に充当する

財源として基金を創設 

① 魅力ある雇用の場の創出【地域産業の強化、地域経済の活性化】 

② 市内産業の人材確保【いきいきと働ける社会環境の実現】 

③ 移住及び定住等の推進【持続可能な地域社会の実現】 

＜基金積立＞ 

 平成 30年度当初予算に基金積立金 1,000 万円を予算化 

＜基金活用＞ 

（１）活用事業の検討 

 ターゲットである若者の意見を取入れるため、若者同士が市の政策や仕事・地域づくりについて

議論する体制づくり（宍粟市版若者会議）を進めます。また、産業界をはじめ、保健福祉や医療、

教育など雇用・就職に関わる様々な現場からの提案や基金を活用して本事業の目的を達成しようと

する個人や団体、民間企業からの提案、行政内部からのアイデアや意見をもとに検討します。 

（２）基金運用事業の評価 

経済産業界、教育機関、金融機関、NPO 等各種団体、報道機関、行政機関など、多様な主体が

連携して構成する「宍粟市地域創生戦略委員会」において、基金を活用しようとする事業の評価を

行うとともに、若者の目線からも事業内容について考え、より効果的な事業となるよう磨き上げを

行います。 

（３）活用の流れ 
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